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【論文要旨】
近年，食品の安全問題，少子高齢化，東日本大震災により，多くの中小食品企業が売上に苦戦を強いられている。本稿は，国民食と言われるカレー商品を事例に，ハウス食品グループ本社と同業他社の事例を比較し，ハウス食品の商品マーケティング戦略が垂直的・水平的な思考によるものだけではなく，新たなツリー型思考法によって展開されていることを考察・検証したものである。
本稿が提起した「ツリー型思考法」は，経営・マーケティング戦略のイメージ図，各商品間の時間展開，相互作用，ダイナミックスな戦略をより描きやすくする。経営者マインドの戦略のシナリオや思考の経路がより明晰になり，戦略が湧きやすくなるのである。この「ツリー型思考法」を現在，苦戦を強いられている中小・ベンチャー食品企業の経営者の戦略策定に参考として導入することができれば，激しい競争下を勝ち抜くことが可能になり，持続的な経営発展に貢献できると期待している。

